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作業を開始する前に 


Drobo FS/B800fs をご購入いただき誠にありがとうございます。この 『入門ガイド』 は、簡単 
ないくつかのステップで Drobo FS/B800fs をセットアップするためのものです。作業を開 
始する前に、システムとハードウェアの要件を確認しましょう。この章では以下の項目 
を取り上げます。 


箱の中身を確認する 
システム要件を確認する 
Drobo デバイスに必要なハードウェアが用意されているかを確認する 


箱の中身を確認 
製品の箱の中身を確認し、以下に示されるすべてのコンポーネントが含まれていること 
を確かめます。 


Drobo FS 
Drobo Model B800fs 


システム要件を確認 
ご使用のオペレーティングシステムとケーブルインターフェースがサポートされている 
ことを確かめます。 


Drobo FS/B800fs でサポートされるオペレーティングシステム 


注記: 
- 最高のパフォーマンスを得るために、該当の Windows オペレーティングシステム 


に対して最新のサービスパックを実行していることを確認します。 


- サポートされるオペレーティングシステムの最新のリストを得るために、製品オン 
ライン www.drobo.com/products/index.php で各仕様を確認することができます。 


Drobo 5 ベイファイル共有ストレージ 
6’ イーサネットケーブル 
6’ 電源コード 
クイックスタートカード 
入門ガイド 
Drobo Resource CD (Drobo Dashboard 
アプリケーションを含む) 


Windows XP (サービスパック 3) 
Windows Vista (サービスパック 1) 
Windows 7 
Windows 2008 Server R2 
Windows 2003 Server 
Mac OS X 10.5.6 以降 (Intel のみ) 
Mac OS X Server 10.5.6 以降 (Intel のみ) 


Drobo 8 ベイファイル共有ストレージ 


(ビジネス用) 


6’ イーサネットケーブル 2 本 
6’ 電源コード 
クイックスタートカード 
入門ガイド 
Drobo Resource CD (Drobo 


Dashboard アプリケーションを含む) 
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サポートされるケーブルインターフェース 
Drobo FS/B800fs は、イーサネットポートを使用してルーターまたはスイッチ経由でネッ 
トワークに接続します。 イーサネットは、標準のローカルエリアネットワーク (LAN) アク 
セス方式です。 



注記: Drobo B800fs には後で用途別に設定できるように 2 つのイーサネットポート 
が用意されていますが、初期セットアップの際にはその 1 つのみを使用します。 


ギガビットイーサネットポート 
Drobo FS/B800fs は、最適なパフォーマンスを得るためにギガビットイーサネット接 
続 (1000 Mbit/s) をサポートします。 ただし、ご使用のルーターやスイッチで使用可能 
な最大接続速度と自動的にネゴシエートします。 


必要なハードウェアを確認 
Drobo FS/B800fs を使用するには、少なくともハードドライブが 2 台、ルーターまたはスイ 
ッチが 1 つ必要です。 2 台のハードドライブ障害からデータを保護する、デュアルディス 
ク冗長化機能を使用する場合は、少なくとも 3 台のハードドライブが必要です。 このセ 
クションでは以下の項目を取り上げます。 


使用するハードドライブを選択する。 
それらのドライブで使用可能にするドライブの総容量を選択し、データを保護する。 
ルーターまたはスイッチの基本的な要件を理解する。 


ハードドライブの選択 
Drobo デバイスでは、どのようなメーカーのハードドライブでも、またどのような容量 (ハ 
ードドライブで使用可能な容量) でも使用することができます。 Drobo デバイスはすべて、 
標準の 3.5 インチ内蔵 SATA ドライブをサポートします。 標準を満たしているかどうかわ 
からない場合は、担当の管理者か、またはハードドライブ再販業者またはメーカーに問 
い合わせて、ご使用のハードドライブがこの標準を満たしているかどうか確認します。 
Drobo デバイスは、SSD、IDE、SCSI または PATA のハードドライブには対応していません。 


警告: 取り付けの際にドライブの既存データはすべて消去されます。 
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必要なハードドライブ容量を決定 
ハードドライブ障害からデータを保護するために、Drobo デバイスでは、データに使用す 
る容量以上の容量 (通常、2 倍以上の容量) が必要になります。 


ドライブの台数と容量に基づき、データ用に使用可能な保護されるストレージ容量を 
決定するには、www.drobo.com/resources/calculator.php の Capacity Calculator を使用す 
るのが最善の方法です。 


最も大きいドライブを除外してから、残りのドライブの容量を加算すると、データ用に 
使用可能な容量を簡単に推量することができます。 デュアルディスク冗長化機能を使用 
する場合は、最も大きいドライブを 2 台除外します。 例えば、次のようになります。 


シングルディスク (デフォルト) 冗長化 


デュアルディスク冗長化 



注記: 
- 通常、実際の容量は、容量評価に使用するシステムによって異なるため、上記の例 


に示される値よりも小さな値になります。 これは Drobo デバイスには無関係です。 


- Drobo デバイスでは、追加ドライブを挿入するか、または小容量のドライブをもっ 
と大きなドライブと交換するだけでストレージ容量をいつでも簡単に増やすこと 
ができます。 


# ドライブ 


4 
5 
5 


3TB + 3TB + 3TB +3TB 
250GB + 250GB + 500GB + 500GB + 750GB 
250GB + 500GB + 750GB + 1TB + 2TB 


= 6TB 
= 1TB 
= 1.5TB 


ドライブの容量 
使用可能な保護される容量* 


# ドライブ 


3 
4 
4 


3TB + 3TB + 3TB 
250GB + 250GB + 500GB + 750GB 
250GB + 500GB + 1TB +2TB 


= 6TB 
= 1TB 
= 1TB, 750GB 


ドライブの容量 
使用可能な保護される容量* 
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ルーターまたはスイッチの使用 
ネットワークを利用できるように設定済みのルーターまたはスイッチに Drobo FS/B800fs 
を接続します。 ルーターまたはスイッチでは、少なくとも 1 つのイーサネットポートが開 
いており、使用可能な状態である必要があります。 


さらに、ルーターまたはスイッチは、ネットワーク上のデバイスに IP アドレスを割り当て 
る、DHCP (Dynamic Host Conﬁguration Protocol) をサポートする必要があります。 サポー 
トされていない場合、初期セットアップではご使用のコンピュータのイーサネットポート 
の 1 つに Drobo FS/B800fs を直接接続する必要があります。 手順については、22 ページの 
「セットアップに関するトラブルシューティング」を参照してください。 


ヒント: DHCP がサポートされているかどうか確認するには、ご使用のルーターまた 
はスイッチのドキュメントを参照してください。 また、取り付けをそのまま継続し、問 
題に遭遇したときに DHCP がサポートされているかどうか確認することもできます。 


最適なパフォーマンスを得るために、ルーターまたはスイッチがギガビットイーサネット 
接続 (1000 Mbit/s) をサポートしているとベストです。 ただし、Drobo FS/B800fs は、ご使用 
のルーターやスイッチで使用可能な最大接続速度と自動的にネゴシエートします。 


UPS (無停電電源装置) または電源サージ保護装置の使用 
突然の停電や電源サージから保護する、UPS (無停電電源装置) に Drobo デバイスを接 
続することを強く推奨します。また、電源サージ保護装置も推奨します。ただし、この装 
置は電源サージからの保護のみを目的としています。 
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4 つの簡単なステップでセットアップ! 
Drobo デバイスの箱を開梱し、システムとハードウェアの要件を満たしていることを確認 
したら、次に Drobo FS/B800fs を使用するためのセットアップを行います。 以下に示す 4 つ 
の簡単なステップでセットアップを完了できます! 


1. Drobo Dashboard をインストールします。 
2. ハードドライブを挿入します。 
3. ケーブルを接続して電源を入れます。 
4. 管理者ユーザー名とパスワードを設定します。 


Drobo デバイスの箱を開梱し、システムとハードウェアの要件を満たしていることを確認 
したら、次に Drobo FS/B800fs を使用するためのセットアップを行います。 以下に示す 4 つ 
の簡単なステップでセットアップを完了できます! 


Drobo Dashboard のインストール 
Drobo Dashboard は、Drobo デバイスと一緒に使用するソフトウェアで、Drobo FS/B800fs の簡 
単なセットアップと管理を可能にします。 製品付属の Resource CD から Drobo Dashboard を 
インストールします。インストールプロセスの間に、バージョンの更新を自動的にインスト 
ールするように Drobo Dashboard を設定することができます (この設定を強く推奨します)。 
また、Drobo ソフトウェアとファームウェアの更新は、www.drobo.com/support/updates.php 
からインストールすることもできます。 


重要な注記: Web サイトに公開される前の短期間の間に、最新のバージョンが新 
製品と一緒に (Resource CD で) リリースされる場合もあります。 したがって、Resource 
CD からインストールするのがベストです。 


注記: Drobo Dashboard のインストール対象になるコンピュータはネットワークに 
接続している必要があります。また、あなたはそのコンピュータの管理者権限を持 
っている必要があります。 


Resource CD から Drobo Dashboard をインストール 


1. Resource CD をコンピュータの CD/DVD ドライブに配置します。 


使用するオペレーティングシステムに応じて、以下のいずれかの結果になります。 


[Drobo] ウィンドウまたは [Install Drobo Dashboard (Drobo Dashboard のインス 
トール)] ウィンドウが表示されます。 
自動再生ダイアログボックスが表示され、CDWindow.exe を実行するオプショ 
ンが示されます。このオプションを選択します。 [Drobo] ウィンドウが表示され 
ます。 


Resource CD を開いて中身を表示し、そこから CDWindow.exe をダブルクリッ 


クすることができます。[Drobo] ウィンドウが表示されます。 
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2. [Drobo Dashboard] アイコンをダブルクリックします。 


3. ドロップダウンリストから言語を選択するように要求するダイアログボックスが 


表示される場合があります。 この場合は選択処理の終了後に [OK] ボタンをクリ 
ックします。 


Drobo Dashboard インストールウィザードが表示され、インストールの準備が行わ 
れます。 


4. [次へ] (Windows の場合) または [続行] ボタン (Macintosh の場合) を適宜クリッ 


クします。 


注記: [Microsoft iSCSI Initiator] ウィンドウが表示されたら、[キャンセル] ボタンを 
クリックします。 Drobo FS/B800fs デバイスではこのユーティリティは必要ありませ 
ん。 キャンセルするかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。 [はい] ボタンを 
クリックし、確認メッセージボックスで [OK] ボタンをクリックします。 InstallShield 
ウィザードに戻り、インストールを続行します。 


5. インストールウィザードの指示に従い、各ページの [次へ] または [続行] ボタンを 


適宜クリックします。 


6. [インストールする準備ができました] ページに到達したら、[インストール] ボタン 


をクリックします。 
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使用するオペレーティングシステムに応じて、以下のいずれかの結果になります。 
Windows オペレーティングシステムの場合、コンピュータへの変更を許可する 


かどうかを尋ねる、[Windows Access Control (Windows アクセス制御)] ダイア 
ログボックスが表示される場合があります。 [Allow (許可する)] または [はい] 
ボタンを適宜クリックします。 


Macintosh の場合、管理者パスワードの入力を求められます。 パスワードを入 


力し、適切なボタンをクリックします。 


Drobo Dashboard がコンピュータにインストールされます。 


7. Macintosh の場合、インストールを完了するためにコンピュータの再起動を求め 


られます。 再起動を行います。 


8. インストールが完了したら、[起動 Drobo Dashboard] チェックボックスを選択し 


た状態にしたまま、[完了] ボタンをクリックします。 


Drobo Dashboard アプリケーションが表示されます。最初に起動したときに [確認] 
ダイアログボックスが表示され、Drobo Dashboard のソフトウェアアップデートと 
Drobo デバイスのファームウェアを Drobo が自動的に確認するようにするか問い 
合わせされます。 


9. [はい] ボタンをクリックすることを強く推奨します。 


後で、[すべてのデバイス] ページが Drobo Dashboard に表示されます。設定手順を 
続行する間、Drobo Dashboard は開いたままにしておきます。 
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Web サイトから Drobo Dashboard をインストール 
Drobo Dashboard を www.drobo.com/support/updates.php からインストールすることが 
できます。 ただし、Web サイトに公開される前の短期間の間に、最新のバージョンが新 
製品と一緒に (Resource CD で) リリースされる場合もあります。 


1. アクティブなインターネット接続でブラウザを使用して、 
www.drobo.com/support/updates にアクセスします。 


2. 最新の Drobo Dashboard ソフトウェアのリンクを見つけ、そのリンクをクリックし 


ます。 


3. Drobo Dashboard をインストール (または実行) するか、またはインストールファイ 


ルをコンピュータに保存するかどうかの選択肢が示されたら、ファイルをコンピ 
ュータに保存する選択肢を選びます。ファイルを見つけ、それをダブルクリックし 
てインストールを開始します。(インストールファイルは後で削除することができ 
ます。) 


4. ファイルまたはプログラムを開く、またはインストールするかどうかを尋ねる、警 


告メッセージが表示されたら、[OK] または [実行] ボタンを適宜クリックして、イン 
ストールを続行します。 


5. ドロップダウンリストから言語を選択するように要求するダイアログボックスが 


表示される場合があります。 この場合は選択処理の終了後に [OK] ボタンをクリ 
ックします。 Drobo Dashboard インストールウィザードが表示され、インストール 
の準備が行われます。 


6. 「Resource CD から Drobo Dashboard をインストール」セクションの手順 4 以降の 


手順に従い、インストールプロセスを続行します。 


ハードドライブの挿入 
Drobo Dashboard のインストール後、ハードドライブを挿入する準備が整います。 ハード 
ドライブ要件の詳細については、4 ページの「必要なハードウェアを確認」を参照してく 
ださい。 


警告: 各ドライブはフォーマットされるため、ハードドライブの既存データはすべて 
消去されます。 データを保持したい場合は、Drobo デバイスで使用する前にデータ 
を別のドライブまたはメディアにコピーします。 


注記: 各ドライブを Drobo デバイスに挿入後は、それらのドライブは 1 つのユニット 
すなわち「パック」として機能します。 各ドライブのデータにアクセスするには、パッ 
ク全体が必要になります。 


1. フェイスプレートを引き出すことにより、Drobo FS/B800fs の正面からフェイスプレ 


ートを取り外します。 
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2. 片方の手でハードドライブを持ち、ハードドライブのコネクタをデバイスに配置 


します。Drobo FS の場合は下向きに (図 1 を参照)、Drobo FS/B800fs の場合は左 
向きに配置します (図 2 を参照)。 


図 1: Drobo FS へのハードドライブの取り付け 


図 2: Drobo FS/B800fs へのハードドライブの取り付け 


警告: 最適なパフォーマンスを得るために、Drobo FS/B800fs を通常の水平位置 
に保ちます。横向きに置くと、ドライブが外れる可能性があります。 


3. もう一方の手で親指を使用し、選択したデータベイのドライブロックを押し下 


げ、開いた状態にします。以下のイメージを参照してください。 


4. ハードドライブをデータベイにスライドさせて、ドライブロックを離し、接続が完 


了したと感じるまでドライブを押します。 


ドライブロックがドライブの後ろでパチンと音をたて、ドライブは所定の位置に 
固定されます。 


5. 追加のドライブも手順 2 ～ 4 に従って同じ方法で挿入します。 


コネクタ 


ドライブロック 
データベイ 
データベイインジケータ 


コネクタ 
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6. 完了したら、フェイスプレートの表側を上にします。これにより、Drobo デバイスの 


電源を入れると、インジケータランプを見ることができます。 


これでケーブルを接続して Drobo デバイスの電源を入れる準備ができました。 


ケーブルを接続して電源を入れる 
Drobo Dashboard をインストールし、ハードドライブを Drobo FS/B800fs に挿入したら、ケ 
ーブルを接続して Drobo デバイスの電源を入れる準備が整います。 


各手順に従う際には、Drobo FS の場合は図 3 を、Drobo FS/B800fs の場合は図 4 を参照 
してください。 


図 3: Drobo FS の背面。 


図 4: Drobo FS/B800fs の背面。 


注記: 
- Drobo FS/B800fs には、2 つあるモードのうちのいずれかのモードによる使用を後 


で設定できるように、2 つのイーサネットポートが用意されています。 ただし、初期 
セットアップの際には 1 つのイーサネットポートのみを使用します。 


- Drobo FS/B800fs は、ネットワークへの接続後、IP アドレスを自動的に取得するよう 


に設定されています。 初期セットアップ後、必要に応じて静的 IP アドレスを設定す 
ることもできます。 詳細については、オンラインユーザーガイドを参照してください。 


- Drobo デバイスをネットワークに接続すると、Drobo Dashboard は自動的に Drobo 


デバイスを「発見」します。 発見されない場合は、ネットワーク上のデバイスに IP ア 
ドレスを割り当てる、DHCP (Dynamic Host Conﬁguration Protocol) をネットワーク 
がサポートしているか確認してください。 サポートの確認を行うには、ご使用のル 
ーターまたはスイッチのドキュメントを参照します。サポートされていない場合、 
初期セットアップではご使用のコンピュータのイーサネットポートの 1 つに Drobo 
FS/B800fs を直接接続する必要があります。 手順については、22 ページの「セット 
アップに関するトラブルシューティング」を参照してください。 


電源切り替えボタン 
イーサーネット 


リセット 


電源 


電源切り替えボタン 
イーサーネット 
電源 
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ネットワークに接続 
Drobo FS/B800fs は、Ethernet ポートを使ってネットワークに接続します。 


1. イーサネットケーブルの一端を Drobo FS/B800fs の背面に接続します。 


2. 他端をルーターまたはスイッチに接続します。 


電源に接続 


1. 電源コードを Drobo デバイスの背面にある電源接続部に接続します。 


2. 電源コードの他端を電源に接続します。 


注記: UPS (無停電電源装置) またはサージ保護装置への接続を推奨します。 詳 
細については、6 ページの「UPS (無停電電源装置) または電源サージ保護装置 
の使用」を参照してください。 


Drobo デバイスの電源を入れる 


1. Drobo デバイスの背面にある電源切り替えボタンを 1 回押します。 


結果は以下のようになります。 
Drobo デバイスの電源が入ります。 
Drobo Dashboard はデバイスを自動的に検出し、ドライブをフォーマットします。 
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セットアップが完了すると、Drobo Dashboard 内で Drobo デバイスが以下のように 


表示されます。 





注記: 


- Drobo Dashboard は、Drobo デバイスのデフォルト名として「Drobo」を割り当てます。 


この名前は後で変更することができます。 


- Drobo B800fs の場合、Drobo Dashboard はドライブをボリューム 1 とボリューム 2 


にフォーマットします。 


- ドライブベイのインジケータランプは、Drobo デバイス上の個々のハードドライブ 


に対してグリーンを示します。 詳細については、オンラインユーザーガイドの「イン 
ジケータランプについて理解する」を参照してください。 


ヒント: ドライブ容量の使用状況を表示するには、[すべてのデバイス] ページでご 


使用の Drobo FS/B800fs をクリックし、[容量とツール] ページの 右上隅の [使用 
状況の表示] 
ボタンをクリックします。 
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管理者ユーザー名とパスワードの設定 
Drobo デバイスのセットアップを完了するには、管理者ユーザー名とパスワードを作成す 
る必要があります。 


1. Drobo Dashboard の [すべてのデバイス] ページでご使用の Drobo FS/B800fs をダ 


ブルクリックします。 


[容量とツール] ページが表示されます。 


2. 次のリンクをクリックします。 [ここをクリック]すると、本 Drobo のパスワード保護 


ができます。 


[管理者設定] ページが表示されます。 


3. [ユーザー名] テキストボックスに管理者のユーザー名を入力します。 
「Admin」が 


デフォルトです。 


4. [パスワード] テキストボックスで、そこに表示されるデフォルトのテキストを選択 


し、Delete キーを押して、管理者のパスワードを入力します。 


5. [パスワードを確認] テキストボックスで、そこに表示されるデフォルトのテキスト 


を選択し、Delete キーを押して、先ほど入力したパスワードを再入力します。 


6. [OK] ボタンをクリックします。 
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さらなるステップへ 
Drobo FS/B800fs のセットアップは完了したので、これでネットワーク上でファイルの共有、 
格納、バックアップを行う準備ができました! 次のステップは以下のとおりです。 


ベストプラクティスを実行してデータの安全を最大化する 
ソフトウェア (Drobo Dashboard および Drobo デバイスのファームウェア) を最新 
に保つことにより、最適なパフォーマンスを得る 
Drobo デバイスを安全にシャットダウンする方法を知る 
オンラインユーザーガイドとコンテキストセンシティブヘルプを使用して、Drobo 
デバイスの管理および使用方法についてさらに詳しく知る 
ナレッジベースを使用して追加の質問に対する回答を得る 
必要なサポートを取得する 


ベストプラクティスの使用 
Drobo デバイスは冗長化を提供し、ハードドライブ障害からデータを自動的に保護しま 
すが、これは全体のデジタル資産管理戦略のほんの一部分に過ぎません。 


貴重なデータに対する予防対策を講じるために、 
http://www.drobo.com/support/best_practices.php で公開されているベストプラクティスに 
関する弊社のガイドを参照されることを強く推奨します。 


このガイドは、ハードドライブ障害の域を超えたデータ保護に対する戦略を提供します。 
ベストプラクティスへの準拠は、データの安全を最大化するのに役立ちます。 
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ソフトウェアを最新に保つ 
最適なパフォーマンスを得るために、ソフトウェア更新を自動的に確認するように Drobo 
デバイスを設定することを強く推奨します。 (初期セットアップ時に、すでにこの設定を行っ 
ている可能性があります。) この機能によって、Drobo Dashboard と製品ファームウェア 
の両方を最新のものに維持できます。 


また、更新は www.drobo.com/support/updates.php からインストールすることもできます。 


重要な注記: Web サイトに公開される前の短期間の間に、最新のバージョンが 


新製品と一緒に (Resource CD で)、あるいは Drobo Dashboard の自動的な更新 
機能を通じてリリースされる場合もあります。 したがって、Drobo Dashboard によ 
るソフトウェアの自動的な更新を有効にするのがベストです。 


1. Drobo Dashboard をクリックし、[すべてのデバイス] ページでご使用の Drobo デバ 


イスをダブルクリックします。 


2. [ナビゲーション] メニューで [Dashboard 環境設定] をクリックし、[Dashboard 設定] 


をクリックします。 


[全般設定] ページが表示されます。 


3. [自動更新を有効にする] チェックボックスを選択し、[OK] ボタンをクリックします。 


1 つ以上のソフトウェアアップデートが使用可能なときは、メッセージが表示され、 


アップデートをインストールするか問い合わせてきます。 [はい] ボタンをクリックし、 
指示に従ってアップデートをインストールします。 


drobo.com | Drobo FS/B800fs 向けの入門ガイド | 
18 
drobo.com | Drobo FS/B800fs 向けの入門ガイド | 


Drobo FS/B800fs を安全にシャットダウン 
何らかの理由により Drobo デバイスをシャットダウンする場合、デバイスを安全にシャッ 
トダウンすることが非常に重要になります。 Drobo デバイスの不適切なシャットダウン 
は、ファイルの破損やデータの損失を引き起こす場合があります。 以下の状況の場合、 
事前に Drobo デバイスをシャットダウンするのが得策です。 


Drobo デバイスを長期間使用しない。 
ケーブルまたは電源コードとの接続を切断する予定である。 
Drobo を別の場所に移動したいと考えている。 
ディスクパック全体を取り外す予定である。 


注記: Drobo デバイスは、15 分間アクセスされなかった場合、自動的に電力節約モー 
ドになります (デフォルト設定)。電力節約について関心がある方は知っておくとよい 
でしょう。 ただし、長期間 Drobo デバイスを使用しない場合は、デバイスを安全にシ 
ャットダウンするのが得策です。 


Drobo Dashboard を使用して Drobo デバイスを安全にシャットダウン 
これは、Drobo デバイスを安全にシャットダウンするための推奨の方法です。 


1. Drobo デバイスのアクティビティランプが消灯していることを確かめ、Drobo デバ 


イスに転送、または Drobo デバイスから転送されているデータがないことを確認 
します。 以下の図 5 または図 6 を参照してください。 


注記: データが転送中の場合、アクティビティランプはグリーンで点滅します。 


図 5: Drobo FS のインジケータランプ 


電源 


容量ゲージ 


アクティビティ 


ドライブベイ 
アクションインジケータ 
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図 6: Drobo B800fs のインジケータランプ 


2. また、ドライブベイアクションインジケータランプがイエローとグリーンで交互に 


点滅していないことを確認します。この交互の点滅は、Drobo デバイスがデータを 
保護するためにビジー状態であることを示します。これらのランプがグリーンに 
点灯するまで待機します。 


3. Drobo Dashboard で、[すべてのデバイス] ページのシャットダウンしたい Drobo デ 


バイスをダブルクリックします。 


[容量とツール] ページが表示されます。 


4. [ツール] ドロップダウンリストをクリックし、[シャットダウン] アイコンを選択します。 


メッセージが表示され、シャットダウンを確認するよう要求してきます。 


5. [はい] ボタンをクリックします。 


Drobo デバイスの電源が切れるまで最大で 2 分かかります。 


Drobo デバイスを手動で安全にシャットダウン 
Drobo Dashboard を使用したほうが「よりクリーン」なシャットダウンが可能ですが、 Drobo 
デバイスを手動で安全にシャットダウンすることもできます。 


1. Drobo デバイスのアクティビティランプが消灯していることを確かめ、Drobo デバ 


イスに転送、または Drobo デバイスから転送されているデータがないことを確認 
します。 以前の手順の図 5 または図 6 を参照してください。 


注記: データが転送中の場合、アクティビティランプはグリーンで点滅します。 


2. また、ドライブベイアクションインジケータランプがイエローとグリーンで交互に 


点滅していないことを確認します。この交互の点滅は、Drobo デバイスがデータを 
保護するためにビジー状態であることを示します。これらのランプがグリーンに 
点灯するまで待機します。 


3. Drobo デバイスの背面にある電源切り替えボタンを 1 回押します。 


Drobo デバイスの電源が切れるまで最大で 2 分かかります。 


ドライブベイ 
アクションインジケータ 


電源 
アクティビティ 


容量ゲージ 
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オンラインユーザーガイドの使用 
Drobo デバイスのセットアップは完了しているので、Drobo デバイスを使用してネットワー 
ク上でファイルの共有、格納、バックアップを行う準備ができています。 Drobo デバイス 
の管理方法および使用方法を知るには、ご使用の製品のオンラインユーザーガイドを参 
照してください。オンラインユーザーガイドは [ナビゲーション] メニューの [ヘルプ] オプ 
ションをクリックします。Drobo Dashboard ソフトウェアにあります。 また、最新のバージョ 
ンは www.drobo.com/support/documentation.php. にあります。 


コンテキストセンシティブヘルプの使用 
Drobo Dashboard の使用時に、[ナビゲーション] メニューの [ヘルプ] オプションをクリッ 
クすると、コンテキストセンシティブヘルプを表示できます。[ヘルプ] ウィンドウが表示さ 
れ、[ヘルプ] ボタンのクリック元の画面に特化した情報が表示されます。 
ナレッジベースの使用 
弊社の検索可能なナレッジベースでは、オンラインユーザーガイドには存在しな 
い、Drobo デバイスに関連するほとんどの質問に対する回答を得られます。 
ナレッジベースには http://support.datarobotics.com/app/answers/list からアクセスするこ 
とができます。 


サポートの取得 
サポートを得るには、(まだ製品登録が済んでいない場合) まず www.drobo.com/registration 
で製品の登録を行います。 次に、サポートに連絡する方法の詳細について、 
www.drobo.com/support を参照してください。 


DroboCare を購入することで、ハードウェアサポートおよび電話サポートを別途受けるこ 
とができます。 DroboCare™ サポートプログラムは、Drobo 製品購入と一緒に付属する標 
準の保証条件および電話サポートの範囲を超えた安心感を提供します。 DroboCare の 
詳細については、 www.drobo.com/drobocare を参照してください。 
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セットアップに関するトラブルシューティング 
以下のような状況の場合… 
ネットワーク上のデバイスに IP アドレスを割り当てる、DHCP (Dynamic Host Conﬁguration 
Protocol) が使用するネットワークでサポートされていない… 


以下の対応策を講じます… 
初期セットアップではご使用のコンピュータに Drobo FS/B800fs を直接接続し、静的 IP 
アドレスを Drobo B800fs/FS に割り当てる必要があります。 ご使用のコンピュータのイー 
サネットポートが DHCP を使用できるようにセットアップされていることを確かめます。 


手順 
1. Drobo Dashboard をインストール済みで、ハードドライブを Drobo FS/B800fs に挿入済 


みであることを確かめます。 


2. イーサネットケーブルの一端を Drobo FS/B800fs の背面に接続します。 


3. 他端をご使用のコンピュータのイーサネット接続部に接続します。 (この際コンピュー 


タの電源はオンとオフのどちらの状態であってもかまいません。) 


4. 電源コードを Drobo デバイスの背面にある電源接続部に接続します。 


5. 電源コードの他端を電源に接続します。 


6. Drobo デバイスの背面にある電源切り替えボタンを 1 回押します。 Drobo デバイスの 


電源が入ると、Drobo Dashboard がデバイスを自動的に発見し、ドライブをフォーマッ 
トする間、メッセージボックスが表示されます。 


7. 管理者ユーザー名とパスワードの設定を含む、セットアップを続行します。手順につい 


ては、13 ページの「Drobo デバイスの電源を入れる」を参照してください。 


8. セットアップが完了したら、ネットワークで使用するために静的 IP アドレスを Drobo 


FS/B800fs に割り当てることができます。 この操作の手順については、オンラインユー 
ザーガイドを参照してください。 
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安全と保証 
安全 
この製品は、厳格な品質と安全の標準に合致するように設計および製造されています。しかし、特に気を付ける必要のある取り付けおよび操作について、安 
全上の注意がいくつかあります。 


これらの指示を読んでから、Drobo、DroboPro、DroboElite、DroboFS、ProFS、B800i または B800fs を操作し、今後も参照できるように指示は保管しておいてくだ 
さい。 


1. すべての指示をお読みください: 操作する前に、すべての安全および操作の指示を読み、理解しておいてください。 
2. 指示は保管しておいてください: 安全および操作の指示は、今後も参照できるように保管しておく必要があります。 
3. 警告に気を付けてください: 機器および操作指示の警告にはすべて従う必要があります。 
4. 指示に従ってください: 操作および使用法の指示にはすべて従う必要があります。 
5. Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、および B800fs は UL 規格認定取得済みの ITE 装置とのみ一緒に使用する必要があります。 
6. 水分と湿気を避けてください: Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、および B800fs は水の近くで使用してはなりません (例えば、バスタブ、洗 


面台、台所のシンク、洗濯機の近く、湿った地下室、またはプールの近く)。 


7. 適切な換気をしてください: Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、および B800fs は、それぞれ個別に換気が妨げられない場所に置く必要が 


あります。例えば、Drobo は、換気開口部をブロックする可能性のある表面に接触するように置いてはなりませんし、換気開口部を通過する大気の流れを妨 
げる可能性のある本棚やキャビネットなどのような作り付け設備の中においてはなりません。さらに、Drobo 以外のデバイスを DroboShare の上に置いては 
なりません。 


8. 熱からの保護: Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、および B800fs は、放熱器、セントラルヒーティングのレジスタ、ストーブ、その他の発熱す 


る電気機器 (増幅器を含む) のような熱源から離して置く必要があります。 


9. 電源コードの保護: 電源コードの経路は、踏みつけられたり、上に置いたり寄りかけた物によって締めつけられないように、コードとプラグ、レセプタクル、お 


よびそれらが製品から出る位置に注意して決定する必要があります。 


10. 物体や液体が入らないようにしてください: どのような種類の物体も Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、および B800fs 換気スロットの中 


に押し込まないでください (但し、ユーザーガイドに準拠したドライブは別です)。危険な電圧点に接触したり、部品をショートさせたりして、火事や電気シ 
ョックが発生する可能性があるからです。 どのような種類の液体も Drobo に漏らさないでください。 


11. 電気ショックを防止するため、電気プラグの広いブレードをスロットの幅にきちんと合わせ、完全に挿入します。 
12. Drobo、DroboPro、DroboElite、Pro FS、B800i、および B800fs には、リチウム電池が入っており、取り扱いを間違えると爆発する可能性があります。 電池は利用 


できず、他の役には立ちません。 電池は地域の規定に従って処理してください。 


13. Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、および B800fs のハードドライブは削除後も熱を帯びています。 DROBO、DROBOPRO、および DROBOELITE 


からドライブを取り外すときは注意してください。ドライブを安全に取り外すには、ドライブラッチを押してドライブを解放し、10 分間、ドライブをデータベイ 
で冷やしてから、DROBO、DROBOPRO、および DROBOELITE からドライブを完全に取り外します。この手順に従わないと、ドライブの熱のために損傷が発生 
することがあります。 


14. サービスが必要な損傷: Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、および B800fs が、Data Robotics, Inc. または Data Robotics, Inc. の従業員、認 


定再販業者 (資格を与えられたサービス担当者) のサービスを受ける必要があるのは次の場合です。 
A. 電源コードまたはプラグが破損したときまたは擦り切れたとき 
B. Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs に液体がこぼれたとき 
C. Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs が雨または水にさらされたとき 
D. Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs が、操作指示に従っても正常に動作しないとき 
E. Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs を落としたとき、またはシャーシが破損したとき 
F. Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs のパフォーマンスが明瞭に変化したとき 


15. Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs を動作させるときは、供給された USB 2.0、USB 3.0、FireWire 800、イーサーネット、およ 


び電源ケーブルのみを使用してください。 


サービス – ユーザーは、このマニュアルの FAQ のセクション、ヘルプファイルのトラブルシューティングのセクション、またはサポートナレッジベースのユーザ 
ーサービス項目で説明したもの以外のために Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs を使用しようとしてはなりません。 他のサー 
ビスは資格のあるサービス担当者に依頼する必要があります。 


クリーニング – Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs の差し込みを壁のコンセントから抜いた後でクリーニングします。液体クリ 
ーナーまたはエアロゾルクリーナーは使用しないでください。湿気のある布を使用してください。Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または 
B800fs が何らかの液体と接触した場合は、電源アダプタから電源を抜き、Drobo を乾かしてから再び差し込んでください。 


電源 – Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs は、この『ユーザーガイド』のマークしたラベルに示すタイプの電源でのみ動作させ 
る必要があります。 ご自分の家庭またはオフィスに供給された電源のタイプが分からない場合は、担当の電力会社に問い合わせしてください。 


過重電流のコンセント – 壁のコンセントと延長コードに過重電流を流さないでください。火事や電気ショックが発生する危険があります。 


電気ショック – 電気ショックの危険を減少させるために、Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs を分解しないでください。分解 
すると保証が無効になります。サービスまたは修繕が必要なときは、資格のあるサービス担当者にお渡しください。カバーを開いたり、取り除いたりすると、 
危険な電圧またはその他のリスクにさらされる可能性があります。 正しくない分解を行うと、 Drobo を使用するときに電気ショックが発生する可能性があり 
ます。 


移動 – Drobo、DroboPro、DroboElite、Drobo FS、Pro FS、B800i、または B800fs は、差し込まれている間は移動しないでください。ショックを避け、取り付けられた 
ハードディスクドライブが振動によって破壊しないようにするためです。 


静電放電 – Drobo とディスクドライブ内部のコードは静電気 (いわゆる静電放電) に敏感です。ディスクドライブを取り付ける前に、以下を行うことを推奨しま 
す。 1) 静電気を避ける - 
カーペットを敷いた床、プラスティック、パッキングフォームのような、静電を起こす表面を避ける。 2) 机やラックマウントのような、途料で塗られていない金属 
方面に触れて自分自身を放電する。 3) 使用する準備ができているときにのみ、ディレクトリドライブを静電防止バッグから取り外す。ディスクドライブ製造元が 
提供するその他の推奨事項に必ず従ってください。 


修繕技術者に警告 ! – DroboPro または DroboEliteユニットを開く前に、または電源装置を取り外す前に、ユニットの外側から AC コードを差し込みから抜く必 
要があり、ユニットの電源を切る必要があります。 サービスアクセス用にシステムに電源が入っている場合、内部 AC ケーブルのシステム接地接続を取り外し 
てはなりません。 
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Drobo 仕様とシステム要件 – 電源供給: AC 入力: 100 ～ 240VAC~2.5A、50 ～ 60Hz; DC 出力: 12 ～ 17VDC 6.6A & 80W Max.; Drobo 電力消費: 4A @ 12V (48W); 動 
作温度: 10℃ ～ 35℃ (50° ～ 95°F); 不稼働 (ストレージ): -10℃ ～ 60 ℃ (14° ～ 140°F); 高度 (動作中): 2km (6,562 フィート); 動作湿度: 5% ～ 80%; 寸法: 幅 6.0 イ 
ンチ x 高さ 6.3 インチ x 長さ 10.7 インチ (幅 152.4mm x 高さ 160mm x 長さ 271.8mm); 重量: 6 ポンド 11.3 オンス (電源供給なし); ストレージ: 最高 4 台の 3.5” 
SATA I または II 内部デスクトップハードドライブに対応; インターフェース: USB 2.0 および FireWire 800 (第 2 世代のみ); Drobo Dashboard アプリケーション 
(オプション): Microsoft® Windows® オペレーティングシステム、Apple® Macintosh® OS-X v10.4+; ファイルシステムサポート: NTFS、HFS+、FAT32、および EXT3 
(DroboShare 経由)。 


Drobo S 仕様とシステム要件 – 電源供給: AC 入力: 100 ～ 240VAC~2.5A、50 ～ 60Hz; DC 出力: 12 ～ 17VDC 6.6A & 80W Max.; Drobo 電力消費: 4A @ 12V (48W); 動 
作温度: 10℃ ～ 35℃ (50° ～ 95°F); 不稼働 (ストレージ): -10 ℃ ～ 60 ℃ (14° ～ 140°F); 高度 (動作中): 2km (6,562 フィート); 動作湿度: 5% ～ 80%; 寸法: 幅 5.9 イン 
チ x 高さ 7.3 インチ x 長さ 10.3 インチ (幅 150.3mm x 高さ 185.4mm x 長さ 262.3mm); 重量: 8 ポンド (電源供給なし); ストレージ: 最高 5 台の 3.5” SATA I または II 
内部デスクトップハードドライブ; インターフェース: USB 2.0、FireWire 800、eSATA; Drobo Dashboard アプリケーション (推奨): Microsoft® Windows® オペレー 
ティングシステム XP SP3+、Apple® Macintosh® OS-X v10.5+; ファイルシステムサポート: NTFS、HFS+、FAT32、および EXT3。 


DroboPro 仕様とシステム要件 – 電源供給: AC 入力: 100/240 VAC、1.8/0.75 A、50/60 Hz; 動作温度: 10℃ ～ 35℃ (50° ～ 95°F); 不稼働 (ストレージ): -10℃ ～ 60℃ 
(14° ～ 140°F); 高度 (動作中): 2km (6,562 フィート); 動作湿度: 5% ～ 80%; 寸法: 幅 12.17 インチ x 高さ 5.46 インチ x 長さ 14.1 インチ (幅 309mm x 高さ 138.9mm x 
長さ 357.4mm); 重量: 16 ポンド 3 オンス; ストレージ: 最高 8 台の 3.5” SATA I または II 内部デスクトップハードドライブ; インターフェース: USB 2.0、FireWire 800 
、および iSCSI; Drobo Dashboard アプリケーション (iSCSI に必要): Microsoft® Windows® オペレーティングシステム、Apple® Macintosh® OS-X v10.4+ (10.5.6+ 
に必要); ファイルシステムサポート: NTFS、HFS+、FAT32、および EXT3。 


Drobo FS 仕様とシステム要件 – 電源供給: AC 入力: 100 ～ 240VAC~2.5A、50 ～ 60Hz; DC 出力: 12 ～ 17VDC 8.33A & 100W Max.; Drobo 電力消費: 5A @ 12V (60W); 
動作温度: 10℃ ～ 35℃ (50° ～ 95°F); 不稼働 (ストレージ): -10℃ ～ 60 ℃ (14° ～ 140°F); 高度 (動作中): 2km (6,562 フィート); 動作湿度: 5% ～ 80%; 寸法: 幅 5.9 イ 
ンチ x 高さ 7.3 インチ x 長さ 10.3 インチ (幅 150.3mm x 高さ 185.4mm x 長さ 262.3mm); 重量: 8 ポンド (電源供給なし); ストレージ: 最高 5 台の 3.5” SATA I 準拠 
内部デスクトップハードドライブ; インターフェース: イーサーネット; Drobo Dashboard アプリケーション (推奨): Microsoft® Windows® オペレーティングシス 
テム XP SP3+、Apple® Macintosh® OS-X v10.5+; ファイルシステムサポート: EXT3。 


DroboPro FS 仕様とシステム要件 – 電源供給: AC 入力: 100/240 VAC、1.8/0.75 A、50/60 Hz; 動作温度: 10℃ ～ 35℃ (50° ～ 95°F); 不稼働 (ストレージ): -10℃ ～ 60 ℃ 
(14° ～ 140°F); 高度 (動作中): 2km (6,562 フィート); 動作湿度: 5% ～ 80%; 寸法: 幅 12.17 インチ x 高さ 5.46 インチ x 長さ 14.1 インチ (幅 309mm x 高さ 138.9mm x 長 
さ 357.4mm); 重量: 16 ポンド 3 オンス; ストレージ: 最高 8 台の 3.5” SATA I または II 内部デスクトップハードドライブ; インターフェース: イーサーネット; Drobo 
Dashboard アプリケーション (推奨): Microsoft® Windows® オペレーティングシステム XP SP3+、Apple® Macintosh® OS-X v10.5+; ファイルシステムサポート: 
EXT3。 


DroboElite 仕様とシステム要件 – 電源供給: AC 入力: 100/240 VAC、1.8/0.75 A、50/60 Hz; 動作温度: 10℃ ～ 35℃ (50° ～ 95°F); 不稼働 (ストレージ): -10℃ ～ 60℃ 
(14° ～ 140°F); 高度 (動作中): 2km (6,562 フィート); 動作湿度: 5% ～ 80%; 寸法: 幅 12.17 インチ x 高さ 5.46 インチ x 長さ 14.1 インチ (幅 309mm x 高さ 138.9mm x 
長さ 357.4mm); 重量: 16 ポンド 3 オンス; ストレージ: 最高 8 台の 3.5” SATA I または II 内部デスクトップハードドライブ; インターフェース: USB 2.0(Admin のみ)、 
および iSCSI; Drobo Dashboard アプリケーション (iSCSI に必要): Microsoft® Windows® オペレーティングシステム、Apple® Macintosh® OS-X v10.5+; ファイル 
システムサポート: NTFS、HFS+、FAT32、および EXT3。 


B800i 仕様とシステム要件 – 電源供給: AC 入力: 100/240 VAC、1.8/0.75 A、50/60 Hz; 動作温度: 10℃ ～ 35℃ (50° ～ 95°F); 不稼働 (ストレージ): -10℃ ～ 60℃ 
(14° ～ 140°F); 高度 (動作中): 2km (6,562 フィート); 動作湿度: 5% ～ 80%; 寸法: 幅 12.17 インチ x 高さ 5.46 インチ x 長さ 14.1 インチ (幅 309mm x 高さ 138.9mm x 
長さ 357.4mm); 重量: 16 ポンド 3 オンス; ストレージ: 最高 8 台の 3.5” SATA I または II 内部デスクトップハードドライブ; インターフェース: USB 2.0(Admin のみ)、お 
よび iSCSI; Drobo Dashboard アプリケーション (iSCSI に必要): Microsoft® Windows® オペレーティングシステム、Apple® Macintosh® OS-X v10.5+; ファイルシ 
ステムサポート: NTFS、HFS+、FAT32、および EXT3。 


B800fs 仕様とシステム要件 – 電源供給: AC 入力: 100/240 VAC、1.8/0.75 A、50/60 Hz; 動作温度: 10℃ ～ 35℃ (50° ～ 95°F); 不稼働 (ストレージ): -10℃ ～ 60℃ 
(14° ～ 140°F); 高度 (動作中): 2km (6,562 フィート); 動作湿度: 5% ～ 80%; 寸法: 幅 12.17 インチ x 高さ 5.46 インチ x 長さ 14.1 インチ (幅 309mm x 高さ 138.9mm x 
長さ 357.4mm); 重量: 16 ポンド 3 オンス; ストレージ: 最高 8 台の 3.5” SATA I または II 内部デスクトップハードドライブ; インターフェース: イーサーネット; 
Drobo Dashboard アプリケーション (推奨): Microsoft® Windows® オペレーティングシステム XP SP3+、Apple® Macintosh® OS-X v10.5+; ファイルシステムサ 
ポート: EXT3。 


FCC 遵守と勧告宣言 – この装置は、FCC 規則のパート 15 に準拠して、試験を受け、クラス B デジタルデバイスの制限に適合することが判明しています。これ 
らの制限は、住宅への設置内の有害な干渉に対する合理的な保護を備えるよう設計されています。この装置は電磁波を生成、使用、および放射することがあ 
り、指示に従って取り付けおよび使用しないと、無線通信に有害な干渉を起こすことがあります。しかし、特定の設置において干渉が発生しないという保証は 
ありません。この装置がラジオまたはテレビの受信に有害な干渉を起こす場合 (これは装置をオン/オフにすることで判定できます)、ユーザーは、以下の 1 つ 
または複数の方法によって干渉をなくそうと試みられるようお勧めします。 1) 受信アンテナの方向を変える、または位置を変える。 2) 装置と受信機の間の距 
離を広くする。 3) 受信機が接続されているのとは異なる回路のコンセントに装置を接続する。 4) 販売業者または経験豊富なラジオ/テレビ技術者に相談して 
助けを求める。準拠に責任を持つ当事者が明示的に承認していない変更または修正を行うと、デバイスを操作するユーザーの権限が無効になる可能性があ 
ります。遮蔽されたインターフェースケーブルが、製品または製品の設置とともに使用するよう他所で定義されている指定の追加コンポーネントまたはアクセ 
サリに付属している場合、それらのケーブルは FCC 規制に必ず準拠するように使用する必要があります。 


このクラス B デジタル機器は Canadian interference-Causing Equipment Regulation (カナダ混信装置規定) のすべての要件を満たしています。このクラス B デ 
ジタル機器は Réglement sur le materiel brouilleur du Canada (カナダ混信装置規定) のすべての要件を満たしています。 準拠に関する詳細については、 
http://www.drobo.com をご覧ください。 
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カナダ産業省の宣言 


カナダ ICES-003 クラス B 仕様に準拠しています。このクラス B デジタル機器は norme NMB-003 du Canada (カナダ NMB-003 標準) に準拠しています。このデバ 
イスはカナダ産業省の RSS 210 に準拠しています。 


このクラス B デジタルデバイスは Canadian interference-Causing Equipment Regulation (カナダ混信装置規定) のすべての要件を満たしています。 


このクラス B デジタル機器は Réglement sur le materiel brouilleur du Canada (カナダ混信装置規定) のすべての要件を満たしています。 


VCCI Class B 宣言 
VCCI クラスB　基準について 


情報処理装置等電波障害自主規制について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準にもとづくクラスB情報技術装置です。　 
この装置は家庭環境で使用されることを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、 
受信障害を引き起こすことがあります。 


説明書に従って正しい取扱いをしてください。 


欧州 – 準拠の EU 宣言 
装置は EU 指令 89/336/EEC、73/23/EEC、および 93/68/EEC に準拠しています。 この装置は次の EU 指令の重要な要件に準拠しています。 EN 55022: 1998 
plus A1:2000 & A2:2003, EN 55024: 1998 plus A1:2001 & A2:2003, EN 61000-3-2: 2000 plus A2:2005, EN 61000-3-3: 1995 plus A1:2001 & A2:2005, and EN 60950-1: 
2000+A11:2004。 


ここに、Data Robotics, Inc. は、このディスクストレージアレイおよびネットワーク接続ストレージリンク装置が、 
「1999/5/EC 指令」の重要な要件およびその他の 


該当する規定に準拠していることを宣言します。 


処分とリサイクルの情報 
この製品の寿命が終了したときは、地域の環境法令および指針に従って、製品および使用電池を処分してください。 


Data Robotics のリサイクルプログラムの詳細については、www.drobo.com/support/weee/ をご覧ください。 


EU (欧州連合) 



上記のシンボルは、地域の法律および規制に従って、家庭廃棄物とは別に処分する必要があるという意味です。この製品の寿命が終了したときは、地域当局 
の指示する収集地点にお持ちください。無料で製品を引き取ってくれる収集地点もあります。処分の時点で製品を別々に収集およびリサイクルすると、自然 
資源節約に役立ち、人間の健康と環境を保護する方法で確実にリサイクルされます。 


電池の処分 
Drobo、DroboPro、DroboElite、DroboShare、Drobo FS、DroboPro FS、B800i、および B800fs には、ユニットをオフにしたときに設定を保持する内部電池がありま 
す。電池を変更しようとしないでください。 Data Robotics, Inc. 認定技術者のみが電池を変更できます。製品の利用寿命が終了したときは、地域の環境保護法 
および指針に従って処分してください。 


本製品の寿命が尽きたときは、お住まいの地域の環境法と廃棄基準に従って本製品と電池を廃棄して下さい。 


data robotics, inc. のリサイクルプログラムについては、次の Web サイトを参照してください。 
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限定保証 – 北米およびアジア太平洋地域 
範囲 
Data Robotic の保証義務は本限定保証に明記の条件に限定されます。本限定保証は、Data Robotics によりまたはこれのために製造された製品 (「製品」) のみ 
に適用され (製品は、これに貼付された「Data Robotics」の商標、商標名、ロゴにより識別可能)、製品の最初のエンドユーザー購入者 (「お客様」) に対してのみ 
提供されます。 Data Robotics. は、次の期間中、材料および仕上がりにおいて通常の使用に基づく不具合が発生しないことを保証します。最初の購入者による 
小売購入から開始して、欧州以外の宛先に出荷された製品については 1 年間、欧州の宛先に出荷された製品については 2 年間 (「保証期間」)。 


適用法に従い、Data Robotics は、お客様が、保証サービスを受ける前に、購入明細の証明を提出するか、または登録要件に従うこと (またはその両方を) を要 
求する可能性があります。 この件、およびその他保証サービスを得るための詳細については、www.datarobotics.com/products でオンラインの製品資料をご参 
照ください。 


お客様が本契約の諸条件をすべて遵守されることを条件として、該当する保証期間内に製品ハードウェアの不具合が生じ、法的効力を有する請求を Data Robotics 
が受領した場合、Data Robotics は、その自由裁量により、次のいずれかを行います。 (1) 新しい部品または修理調整した交換部品を使用して無料で当該不具 
合を修理します。または (2) 新しい製品、または新しい部品または使用可能な使用済み部品から製造され、少なくとも最初の製品と機能的に同等の製品と当 
該不具合製品を交換します。または (3) 製品の購入価格を返金します (返金対象の製品が Data Robotics に返品され、当該製品が Data Robotics の資産とな 
ることを条件として)。 


除外および限定 
本限定保証は、製品と同梱されたまたは製品と共に販売されたものであっても、製品ではないものまたはソフトウェアには適用されません。 Data Robotics 以 
外の製造元、供給元または発行者は、お客様に対しその者自身の保証を提供できますが、Data Robotics は、法により許容される範囲で、当該製造元の製品を 
「現状有姿」にて提供します。 Data Robotics のブランド名を付けてまたはこれを付けずに Data Robotics が配布したソフトウェア (システムソフトウェアを含 
むが、これに限定されない) は、本限定保証の適用を受けません。ソフトウェアの使用に関するお客様の権利の詳細については、ソフトウェアに付属のライセン 
ス契約をご参照ください。 


Data Robotics は、製品の動作が中断されないことまたはこれにエラーがないことを保証するものではありません。 Data Robotics は、製品の使用または保存ま 
たはその両方に関する指示に従わなかったことに起因する損害については責任を負いません。 


いかなる場合においても、本限定保証は、以下には適用されないものとします。 (a) 製品ではないものの使用により生じた損害。 (b) 事故、乱用、誤用、洪水、火 
事、地震、その他の外的な原因により生じた損害。 (c) Data Robotics が示した許可されたまたは意図された使用法以外で製品を操作したことにより生じた損 
害。(d) Data Robotics の正式な担当者または Data Robotics. 認定再販売業者以外の者により実施されたサービス (アップグレードおよび機能拡張を含む) に 
より生じた損害。 (e) Data Robotics の書面による許可なしに、機能または能力を変更または大幅に改ざんされた製品または製品部品。 (f) 電池などの消耗部 
品。ただし、損害が材料または仕上がりの不具合に起因して生じた場合は除きます。 (g) Data Robotics シリアル番号が除去されている場合または書き換えら 
れている場合。 


(I) 法律により許容される範囲で、上記に明記の本保証および救済は、唯一排他的なものであり、他の保証、救済、および条件すべて (それが口頭であれ書面 
であれ、法定のものであれ、明示的であれ黙示的であれ、それらに関わらず) に代わるものです。また、Data Robotics は、市販性、特定の目的への適合性の保 
証または条件および隠れた瑕疵に対する保証を含むがこれに限定されない、すべての法定のまたは黙示的な保証または条件を明確に放棄します。 Data Robotics 
が法定のまたは黙示的な保証または条件を合法的に放棄できない場合は、法により許容される範囲で、当該保証および条件はすべて、ここに規定の明示的 
な保証の存続期間に限定され、かつ Data Robotics が自己の裁量により決定する修理、交換または返金サービスに限定されるものとします。 Data Robotics の 
再販売業者、代理店、または従業員には、本保証に修正、拡張、または追加を加える権限がありません。 


本保証に明示的に規定されたものを除き、および法により許容される範囲で、Data Robotics は、保証もしくは条件に対する違反の結果生じるまたは他の法 
的理論に基づく、使用不能損失、収入の損失、実際の利益もしくは見込み利益の損失 (契約上の利益を含む)、金銭使用の損失、貯蓄機会の損失、取引上の 
損失、機会の損失、信用の損失、評判の損失、データの損失、損害もしくは滅失または他の間接的もしくは結果的な損失もしくは損害を含むがこれに限定さ 
れない、直接的な、特別な、偶発的なまたは結果的な損害に対しては、例えそのために機器および資産の買い替え、Data Robotics 製品内に保存されたもしく 
はこれで使用されたプログラムもしくはデータの復旧、プログラミングもしくは再生の費用などが必要になる場合であっても、製品に保存されたデータの秘 
密が保持できなくなる場合であっても、責任を負いません。 


前述の限定は、死亡または人身傷害請求には適用されないものとします。 Data Robotics,は、本保証に基づけばいかなる製品も修理可能となる、またはプログ 
ラムもしくはデータへのリスクもしくは損失なしに製品を交換するようにできるという表明はいたしません。 


消費者保護法 
お客様がお客様の国または製品をご購入された地域で消費者保護法令の適用を受けておられる場合、本保証によりもたらされる利益は、当該消費者保護 
法令により与えられるあらゆる権利および救済に追加されます。国、州、地方によっては、偶発的もしくは結果的損害の除外もしくは限定、または黙示的な保 
証もしくは条件の持続期間中における除外もしくは限定が許容されないところもあります。そのため、上述の限定または除外がお客様に適用されない可能 
性もあります。本保証により、お客様には、特別な法律的権利が付与され、お客様が国、州、地方により異なる他の権利を有する場合もあります。本限定保証 
は、製品が購入された国の法律に準拠します。本限定保証に基づく保証人である Data Robotics は、本書の末尾において製品が購入された国または地域で 
識別されます。 


保証サービスの取得 
製品交換： 製品を直接 Data Robotics に返品せずに、まず、Data Robotics に連絡をして返品認定 (「RMA」) 番号を問い合わせてください。 製品に不具合があ 
る可能性があると判断されると、RMA 番号と製品返却指示が提供されます。 無認定の返却、つまり、RMA 番号が発行されずに返品された物は、お客様の費 
用負担でお客様まで返送されます。製品返却指示に従って Data Robotics に返品することに関連して発生した費用はお客様が責任を負うものとします。 Data 
Robotics は、お客様への製品返送の出荷に関連して発生した費用の責任を負います。製品の修復または交換を行う場合、Data Robotics は、製品返却の指示 
に従って RMA が発行された製品を受領した時点で、標準の出荷によって交換用の製品をお客様に届けるものとします。 製品の修復または交換を行う場合、 
お客様が RMA の発行時にクレジットカード情報の Data Robotics への提供を選択した場合、Data Robotics は交換用の製品をお客様に事前出荷するものと 
します。お客様は RMA 番号の発行から 7 日以内に速やかに製品を返却することに同意するものとします。 RMA が発行された製品を 7 日以内にお客様から 
Data Robotics が 受領しなかった場合、製造者が提示した交換用の製品の代金がお客様のクレジットカードに課金されることになります。 「事前出荷」とは、 
お客様のクレジットカード情報が受領された時点が、 (i) 現地時間の午後 1 時前の場合には当日出荷、(ii) 現地時間の午後 1 時以降の場合には次の営業日 
に出荷することを意味します。 
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テクニカルサポート: 保証期間中、本限定保証の適用範囲の一部として、お客様は、製品についての質問をするための Data Robotics のオンラインヘルプリソ 
ース (「オンラインヘルプリソース」) にアクセスする権利を有しています。製品のご購入より 90 日間 (「テクニカルサーポートアクセス期間」) は、本限定保証の 
適用範囲の一部として、オンラインヘルプリソースがそのサポート問題に対応していない場合、お客様は、 www.datarobotics.com/support でサポートリクエス 
トオンラインを起動する権利を有しています。テクニカルサポートアクセス期間終了後は、サポートリクエストに追加手数料が掛かる可能性があります。サポ 
ートリクエストに応えて、現地（製品が最初に購入された場所）の営業時間の間、Data Robotics の担当者または Data Robotics の認定再販売業者は、お客様 
の製品にサービスが必要かどうかの判定を補助し、必要な場合は、Data Robotics がサービスを提供する方法を通知します。 Data Robotics または Data Robotics 
の認定再販売業者は、法により許容される通り、保証期間中、サービスを申し出られた製品またはサービス用に提示された製品に保証サービスを提供しま 
す。保証サービスは、製品が最初に購入された国から合理的に可能な範囲まで提供されます。サービスオプション、部品入手可能性、および対応回数は国に 
従って異なります。 


データ保護: お客様のデータを保護するために、操作の失敗があったときに備えて、製品のハードドライブに収容されているデータおよびプログラムのバック 
アップコピーを定期的に作成する必要があります。 保証サービスのために製品を発送する前に、お客様の責任において、システムソフトウェア、アプリケーシ 
ョンソフトウェア、およびデータの個別バックアップコピーを保管し、セキュリティパスワードを無効にしてください。 個別に保管したソフトウェア、データ、およ 
び無効にしたパスワードを再インストールは、すべてお客様の責任において行ってください。 Data Robotics および認定再販売業者は、いずれかの媒体、また 
は Data Robotics 製品以外の製品または本保証の適用外の部品に保存されたプログラム、データ、またはその他の情報の損害または損失について責任を負 
いません。 システム、アプリケーションソフトウェア、およびユーザーデータのリカバリと再インストールは、この限定保証が適用されません。 


GPL ライセンスコード 
B800i, B800fs, DroboPro FS, Drobo FS、DroboPro、DroboElite、および DroboShare は、GPL ライセンスを供与された Linux コードを使用しています。 当社の製 
品に使用されている Linux ソースコードのコピーを取得するには、お客様のお名前と所属される会社を記入した要求をgplrequest@drobo.com まで電子メ 
ールでお送りください。 


DROBOCARE 
お客様は、標準保証を強化し、追加手数料を支払えば利用可能となるサポート製品である DroboCare を購入する権利を有する可能性があります。 
www.datarobotics.com/drobocare の諸条件をご参照ください。 


一般情報 
ここに記載の情報は通知なしに変更されます。 Data Robotics 製品およびサービスの唯一の保証は、製品およびサービスに付属の保証書に明記されていま 
す。 本書の記載事項が追加保証となると解釈されることは一切ありません。 Data Robotics は、本書に記載の技術的な間違いまたは編集の間違いまたは脱 
落について責任を負わないものとします。 
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限定保証 – ヨーロッパ、中東、アフリカ 
本書の概要 
本書により、不具合のある Data Robotics 製品に対する法的保護がさらに提供されます。 本保証は、不具合のあるまたは誤った記述をされた製品またはサー 
ビスに関して、お客様が当社のオンラインストアから直接製品を購入されたまたはお客様が再販業者から製品を購入された場合に、 Data Robotics に対する 
消費者としてのお客様の法定権利に追加するものであり、これに代わるものではありません。 


本書には、不具合のある製品を修理するまたは交換するというお客様の通常の法的権利を超える Data Robotics の義務が明記されています。 そこで、本書を 
よくお読みいただき、本書のコピーを安全に保管してください。 


本限定保証は、Data Robotics 製品 (Data Robotics によりまたはこれのために製造された製品を意味します) のみに適用されます。これら製品にはすべて「Data 
Robotics」の名前またはロゴが付けられているので、識別可能です。本限定保証においては、これらの製品を「製品」と称します。本限定保証は、例えば、当社の 
製品と同梱されている可能性のある他社製のハードドライブには適用されません。本限定保証は、製品の最初のエンドユーザー購入者 (「お客様」と称します) 
のみに対して提供されます。 


重要: お客様は、本限定保証の適用受けるために、製品の最初の領収書または Data Robotics またはその認定再販業者の 1 つから最初に小売購入した他の 
証明書で当社が納得するものを提示する必要があります。 


当社は、本表に明記の通常に使用における材料および仕上がりの不具合に対して製品を保証します。 


右の列の上部に明記の期間を「保証期間」と称します。該当する保証期間内に製品ハードウェアに不具合が発生し、法的効力を有する請求を受領した場合、 
当社は、その自由裁量により、次のいずれかを行います。 (1) 新しい部品または修理調整した交換部品を使用して無料で当該不具合を修理します。または (2) 
新しい製品、または新しい部品または使用可能な使用済み部品から作成され、少なくとも最初の製品と機能的に同等の製品と不具合のある製品を交換し 
ます。または (3) 製品の購入価格を返金します。 当社が購入代金をお客様に返金するとした場合、お客様は、まず、購入を証明するものを当社にご提示いた 
だいてから、不具合のある製品を当社に返品いただかなければなりません。返品認定 (「RMA」) 番号を取得するには、サポートまでご連絡ください。電話番号 
およびオンラインリクエストの送信方法の詳細は、 http://www.drobo.com/support/contact-support.php にあります。製品は、適切な保護包装で梱包して、お客 
様ご自身の費用負担でご返送ください。 返送された製品は、当社の資産となります。 


重要な除外および限定 
当社は、お客様のデータおよびコンテンツが保存されるデータドライブは製造いたしません。そのため、当社は、本限定保証に基づき、それらドライブにおけ 
る、不具合およびパフォーマンスの問題を含むいかなる問題についても責任を負いません。本限定保証に基づき製品を返品される場合は、まず製品からドラ 
イブを取り出さなければなりません。ドライブに関する問題は、例え、そのドライブを製品と共に購入された場合であっても、そのドライブの製造元より提供 
された保証に基づき取り扱われなければならないからです。お客様がデータの損失を覚悟の上で、お客様のドライブでデータのコピー中 (「再レイアウト」で) 
は製品をオフにしないようにというアドバイスを含む取扱説明書の警告にご注意ください。このような理由から、当社は、本限定保証に基づき、データの損失 
または逸失を含み、これがいかなる経緯および理由で発生するものあれ、データについてはいかなる責任も負いません。 


バックアップ: お客様のデータを保護するために、操作の失敗があったときに備えて、製品のハードドライブに収容されているデータおよびプログラムのバッ 
クアップコピーを定期的に作成する必要があります。保証サービスのために製品を発送する前に、お客様の責任において、システムソフトウェア、アプリケーシ 
ョンソフトウェア、およびデータの個別バックアップコピーを保管し、セキュリティパスワードを無効にしてください。個別に保管したソフトウェア、データ、およ 
び無効にしたパスワードを再インストールは、すべてお客様の責任において行ってください。 


本限定保証は、例え製品と同梱または製品と共に販売されているものであっても、ハードウェアもしくは製品ではない機器 (上記「本書の概要」をご参照くだ 
さい) またはソフトウェアには適用されません。製造元、供給元、発行者、その他 Data Robotics 以外の者が、お客様に対しその者自身の保証を提供している 
場合があります。 Data Robotics は、製品の使用または保存またはその両方に関する指示に従わなかったことに起因する損害については責任を負いません。 


いかなる場合においても、本限定保証は、以下には適用されないものとします。 (a) 製品ではない機器またはハードウェア (前記「本書の概要」を参照) の使用 
により生じた損害。 (b) 事故、乱用、誤用、洪水、火事、地震、その他の外的原因により生じた損害。 (c) Data Robotics が示した許可されたまたは意図された使 
用法以外で製品を操作したことにより生じた損害。 (d) Data Robotics の正式な担当者または Data Robotics. 認定再販売業者以外の者により実施されたサー 
ビス (アップグレードおよび機能拡張を含む) により生じた損害。 (e) Data Robotics の書面による許可なしに、機能または能力を変更または大幅に改ざんされ 
た製品または製品部品。(f) 電池などの消耗部品。ただし、損害が製品の材料または仕上がりの不具合に起因して生じた場合は除きます。 (g) Data Robotics シ 
リアル番号が除去されている場合または書き換えられている場合。 


Data Robotics の再販売業者、代理店、または従業員には、Data Robotics に代わり本保証に修正、拡張、または追加を加える権限がありません。 


顧客ユーザー 
主に国内での非営利の使用のために製品を購入された場合、本限定保証に基づく Data Robotics の法的責任に対する以下の限定が適用されます。 
Data Robotics は、お客様に対し、取引上の損失もしくは損害 (利益の損失など) またはお客様が製品をご使用になった結果生じると合理的に予見可能な何ら 
かの損失について、一切責任を負いません。 
前述の限定は、製品が安全でない場合の、死亡または人身傷害の請求、詐欺行為、および製造物責任に関する請求には適用しないものとします。 


製品名 
製品購入場所 
製品保証期限の長さ 


(オンライン注文の場合、これは配達先住所となります) 


全製品 
欧州共同体内 
2 年間 


全製品 
欧州共同体外 
1 年間 
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ビジネスユーザー 
主に業務上の使用のために製品を購入された場合、本限定保証に基づく Data Robotics の法的責任に対する以下の限定が適用されます。 
(I) 法律により許容される範囲で、上記に明記の本保証および救済は、唯一排他的なものであり、他の保証、救済、および条件すべて (それが口頭であれ書面 
であれ、法定のものであれ、明示的であれ黙示的であれ、それらに関わらず) に代わるものです。また、Data Robotics は、市販性、特定の目的への適合性の保 
証または条件および隠れた瑕疵に対する保証を含むがこれに限定されない、すべての法定のまたは黙示的な保証または条件を明確に放棄します。 Data Robotics 
が法定のまたは黙示的な保証または条件を合法的に放棄できない場合は、法により許容される範囲で、当該保証および条件はすべて、ここに規定の明示的 
な保証の存続期間に限定され、かつ Data Robotics が自己の裁量により決定する修理または交換サービスに限定されるものとします。 


本保証に明示的に規定されたものを除き、および法により許容される範囲で、Data Robotics は、保証もしくは条件に対する違反の結果生じるまたは他の法 
的理論に基づく、使用不能損失、収入の損失、実際の利益もしくは見込み利益の損失 (契約上の利益を含む)、金銭使用の損失、貯蓄機会の損失、取引上の損 
失、機会の損失、信用の損失、評判の損失、データの損失、損害もしくは滅失または他の間接的もしくは結果的な損失もしくは損害を含むがこれに限定され 
ない、直接的な、特別な、偶発的なまたは結果的な損害に対しては、例えそのために機器および資産の買い替え、Data Robotics 製品内に保存されたもしくは 
これで使用されたプログラムもしくはデータの復旧、プログラミングもしくは再生の費用などが必要になる場合であっても、製品に保存されたデータの秘密 
が保持できなくなる場合であっても、責任を負いません。 


Data Robotics,は、本保証に基づけばいかなる製品も修理可能となる、またはプログラムもしくはデータへのリスクもしくは損失なしに製品を交換するようにで 
きるという表明はいたしません。 


Data Robotics および認定再販売業者は、いずれかの媒体、または Data Robotics 製品以外の製品または本保証の適用外の部品に保存されたプログラム、デ 
ータ、またはその他の情報の損害または損失について責任を負いません。 システム、アプリケーションソフトウェア、およびユーザーデータのリカバリと再イン 
ストールは、この限定保証が適用されません。 


消費者保護法 
お客様がお客様の国または製品をご購入された地域で消費者保護法令の適用を受けておられる場合、本保証によりもたらされる利益は、当該消費者保護 
法令により与えられるあらゆる権利および救済に追加されます。本保証により、お客様には、特別な法律的権利が付与され、お客様が国、州、地方により異な 
る他の権利を有する場合もあります。 本限定保証に基づく保証人である Data Robotics は、本書の末尾において製品が購入された国または地域で識別され 
ます。 


保証サービスの取得 
製品交換： 製品を直接 Data Robotics に返品せずに、まず、Data Robotics に連絡をして RMA 番号を問い合わせてください。 テクニカルサポートに連絡するこ 
とで、当社に連絡して RMA 番号を請求できます。 電話番号およびオンラインリクエストの送信方法の詳細は、http://www.drobo.com/support/contact-support.php 
にあります。 


製品に不具合がある可能性があると判断されると、RMA 番号と製品返却指示が提供されます。 無認定の返却、つまり、RMA 番号が発行されずに返品された 
物は、お客様の費用負担でお客様まで返送されます。 製品返却指示に従って Data Robotics に返品することに関連して発生した費用はお客様が責任を負う 
ものとします。 Data Robotics は、お客様への製品返送の出荷に関連して発生した費用の責任を負います。 製品の修復または交換を行う場合、Data Robotics 
は、製品返却の指示に従って RMA が発行された製品を受領した時点で、標準の出荷によって交換用の製品をお客様に届けるものとします。 製品の修復ま 
たは交換を行う場合、お客様が RMA の発行時にクレジットカード情報の Data Robotics への提供を選択した場合、Data Robotics は交換用の製品をお客様に 
事前出荷するものとします。お客様は RMA 番号の発行から 7 日以内に速やかに製品を返却することに同意するものとします。 RMA が発行された製品を 7 日 
以内にお客様から Data Robotics が 受領しなかった場合、製造者が提示した交換用の製品の代金がお客様のクレジットカードに課金されることになります。 
「事前出荷」とは、お客様のクレジットカード情報が受領された時点が、 (i) 現地時間の午後 1 時前の場合には当日出荷、(ii) 現地時間の午後 1 時以降の場合 
には次の営業日に出荷することを意味します。 


テクニカルサポート: 保証期間中、本限定保証の適用範囲の一部として、お客様は、製品についての質問をするための Data Robotics のオンラインヘルプリソ 
ース (「オンラインヘルプリソース」) にアクセスする権利を有しています。 製品の小売購入より 90 日間 (この 90 日間を「テクニカルサーポートアクセス期間」と 
称します) 
は、本限定保証の適用範囲の一部として、オンラインヘルプリソースでそのサポート問題に対応していない場合、お客様は、www.datarobotics.com/ 


support でサポートリクエストオンラインを起動する権利を有しています。 テクニカルサポートアクセス期間終了後は、サポートリクエストに追加手数料が掛 
かる可能性があります。 サポートリクエストに応えて、現地の営業時間の間、Data Robotics の担当者または Data Robotics の認定再販売業者は、お客様の製 
品にサービスが必要かどうかの判定を補助し、必要な場合は、Data Robotics がサービスを提供する方法を通知します。 Data Robotics または Data Robotics 
の認定再販売業者は、保証期間中、サービスを申し出られた製品またはサービス用に提示された製品に保証サービスを提供します。保証サービスは、製品 
が最初に購入された国から合理的に可能な範囲まで提供されます。 サービスオプション、部品入手可能性、および対応回数は国に従って異なります。 適用法 
に従い、Data Robotics は、お客様が、保証サービスを受ける前に、購入明細の証明を提出するか、または登録要件に従うこと (またはその両方を) を要求する 
可能性があります。 この件、およびその他保証サービスを得るための詳細については、www.datarobotics.com/products でオンラインの製品資料をご参照くだ 
さい。 


GPL ライセンスコード 
B800i, B800fs, DroboPro FS, Drobo FS、DroboPro、DroboElite、および DroboShare は、GPL ライセンスを供与された Linux コードを使用しています。 当社の製 
品に使用されている Linux ソースコードのコピーを取得するには、お客様のお名前と所属される会社を記入した要求をgplrequest@drobo.com まで電子メ 
ールでお送りください。 


DROBOCARE 
お客様は、標準保証を強化し、追加手数料を支払えば利用可能となるサポート製品である DroboCare を購入する権利を有する可能性があります。 
www.datarobotics.com/drobocare の諸条件をご参照ください。 


一般情報 - 本限定保証は、あらゆる点で、カルフォルニア州の法律に準拠するものとします。ただし、同法のうち法の抵触に関する規定は考慮しないものとし 
ます。また、両当事者は、カリフォルニア州サンタクララの裁判所の専属管轄権に服するものとします。 本限定保証に記載の情報は、現在以降お客様が購入 
される可能性のある製品に関して、通知なしに変更されることがあります。 Data Robotics 製品およびサービスの唯一の保証は、製品およびサービスに付属の 
保証書に明記されています。 本書の記載事項が追加保証となると解釈されることは一切ありません。 Data Robotics は、本書に記載の技術的な間違いまたは 
編集の間違いまたは脱落について責任を負わないものとします。 


Data Robotics, Inc 
1705 Wyatt Drive 
Santa Clara, CA 95054-1524 
USA 
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